
アリアーレ ビューティー専門学校

アリアーレ ビューティー専門学校学則

( 令和4年4月1日　改正）
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（名称）

第１条 本校は、アリアーレ ビューティー専門学校という。

（位置）

第２条 本校は、名古屋市千種区今池二丁目１番１４号に置く。

（目的）

第３条 本校は、教育基本法の精神に則り学校教育法並びに理容師法・

美容師法に基き、理容師・美容師の養成に関する教育を施する

ことを目的とする。

（課程・学科・修業年限・定員）

第４条 本校の課程・学科及び修業年限ならびに定員は、次のとおりと

する。

課程名 学科名 昼夜区分 修業年限 入学定員 総定員 学級数

理容科 昼 ２カ年 ４０人 ８０人 ２学級

美容科 昼 ２カ年 ８０人 １６０人 ４学級

トータル
プログラム科 昼 ２カ年 ２０人 ４０人 ２学級

※本校が設置する衛生専門課程とは、平成29年2月文部科学省告示第59号

により職業実践専門課程の認定された課程である。

２ 　本校の別科は次のとおりとする。

科名 学科名 修業年限 入学定員 総定員 学級数

理容科 ３カ年 ４０人 １２０人 ３学級

美容科 ３カ年 ８０人 ２４０人 ６学級

※

（学年・学期）

第５条

２ 衛生専門課程（理容科・美容科・トーラルプログラム科）の学期は

次のとおりとする。

第１学期 ４月１日から７月３１日まで

第２学期 ８月１日から１２月３１日まで

第３学期 １月１日から３月３１日まで

（休業日）

第６条 休業日は、次のとおりとする。ただし校長が教育上必要が

ありまた、止むを得ない事情があるときは、休業日に授業を

させることができる。また非常災害その他緊迫の事情がある

時等、臨時に授業を行わないことがある。

（１）　国民の祝日に関する法律に規定する休日

（２）　土・日曜日

（３）　夏季　　７月第３～４週から８月末日まで

（４）　冬季　　１２月第３～４週から翌年１月第２週まで

本校の学年は、４月１日に始り、翌年３月３１日に終る。

第１章　総則

第２章　課程及び学科・修業年限・定員ならびに休業日

別科通信
課程

別科とは、本科（衛生専門課程）とは別に設けた特別の技能

教育を施す課程を指す。

衛生専門課程
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（５）　学年末　３月第３～４週から３月末日まで

（６）　開校記念日　６月１１日
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（教育課程および授業日時数）

第７条 教育課程および授業日時数は、別表のとおりとする。

２ 別表に定める授業時数の1単位時間は50分とする。

３ 授業時数を単位数に換算する場合、30時間を持って1単位とする。

４ 理容・美容業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有す

る企業・教育団体と連携した実習・演習を行い、職業教育の充実

を図るものとする。

５ 授業カリキュラム編成に際し、企業等が参画する理事会直結で

る「教育課程編成委員会」の意見を活用し、企業等と密接に連携

して、最新の実務の知識・技術・技能を身につけられる実践的な

授業を取り入れて行うものとする。

（始業・終業時刻）

第８条 本校の始業及び終業の時刻は、次のとおりとする。

（１）　衛生専門課程は、午前９時から午後４時までとする。

　　　　

（２）　別科（通信）は、校長が別に定める。

（教職員組織）

第９条 本校は、次の教職員を置く。

（１）　校長 １名

（２）　教員 ９名以上

（３）　事務職員 １名以上

２ 　校長は、校務を掌り、所属教職員を監督する。

（入学資格）

第１０条 本校の入学資格は、次のとおりとする。

衛生専門課程

（１）　衛生専門課程は、高等学校卒業及びこれと同等以上

　　　　の学力があると認められた者。

（２）　外国において学校教育における12年の課程を修了した者

（３）　文部科学大臣の指定した者

（４）　修業年限が3年以上の専修学校の高等課程を修了した者

別科通信課程

（１）　別科（通信）は、中学校卒業及びこれと同等以上の学力

　　　　　があると認められた者。なお、中学校卒業者は入所試

 験に合格した者。

（２）　外国において学校教育における9年の課程を修了した者

（３）　文部科学大臣の指定した者

（入学時期）

第１１条 本校の入学時期は、次のとおりとする。

第３章　教育課程および授業日時数及び教職員組織

第４章　入学・休学・復学・退学・卒業及び賞罰
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（１）　衛生専門課程は４月

（２）　別科通信課程は１０月
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（入学手続き）

第１２条 本校の入学手続きは、次のとおりとする。

（１）本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書に

　　　検定料を添えて指定期日までに出願しなければならない。

（２）前号の手続きを終了した者に対して入学試験を行い入学

　　　者を決定する。

（３）本校に入学を許可された者は、入学許可の日から７日以

　　　内に第２１条の入学料を添えて手続きをとらなければな

　　　らない。

（講習）

第１３条 中学校卒業者で本校に入学を許可された者は、厚生労働大臣が

別に定めるところにより、入学後講習を受けなければならない

（入学前の授業科目の履修等）

第１４条 美容師法に定められた厚生労働大臣指定の専修学校の専門課程

において、学生が本校衛生専門課程理容科に入学する前に

行った授業科目の履修等で次に揚げるものを本校における授業

科目の履修とみなすことができる。

２ 　理容師法に定められた厚生労働大臣指定の専修学校の専門課

　程において、学生が本校衛生専門課程美容科に入学する

　前に行った授業科目の履修等で次に揚げるものを本校におけ

　る授業科目の履修とみなすことができる。

３ 　学生が本校理容科又は美容科に入所する前に行った理容師養

　成施設又は美容師養成施設の選択必須科目若しくは専修学校

　における授業課目の履修、大学、短期大学若しくは高等専門

　学校の課程における学修又は大学、短期大学若しくは高等専

　門学校の専攻科における学修のうち、本校が適当と認めるも

　　　　　　　　　　のについて、本校の卒業に必要な選択必須課目の総時間数の

　　　　　　　　　　２分の１を超えない範囲で、本校における選択必須課目の履

　　　　　　　　　　修とみなすことができる。

４ 　昼間授業における次の課目について同時授業を行うことがあ

  る。

　・必須課目　　関係法規・制度、衛生管理、保健、香粧品化

保健 香粧品化学

文化論 運営管理

文化論 運営管理

授業科目 授業科目

関係法規・制度 衛生管理

授業科目 授業科目

関係法規・制度 衛生管理

保健 香粧品化学
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　　　　　　　　学、文化論、運営管理　

　・選択課目　　社会保険、理容・美容総合理論
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（休学・復学）

第１５条 学生が、疾病その他やむを得ない事由によって、１ヶ月以上休

学する場合は、診断書及びその事由を記し、校長の許可を受け

なければならない。

ただし、１カ年以内を限り休学を許可することができる。

２ 前項の者が復学しようとする場合は、届け出て復学すること

ができる。

（退学・転学）

第１６条 退学しようとする者は、その事由を記載した書類を提出し、校

長の許可を受けなければならない。

２ 　転学も前項に同じく、校長の許可を受けなければならない。

３ 　本学に転入学を志望する者は、在籍する大学等の在学期間お

よび成績を証明する書類と入学検定料を添えて提出しなければ

ならない。

４   前項の志願者については選考の上、当該年次に入学を許可す

ることがある。

５ 　前項の規定により入学を許可さらた者は既に修得した授業

科目及び単位数の取扱い並びに在学するべき年数については、

校長が決定する。

６ 　前項の入学を許可された者については、転入学を許可された

年次に在学する規定を適用する。

（認定の基準）

第１７条 卒業に必要な各課目の単位数を修了すること。本校の授業科目

の授業時間数を単位に換算する場合においては30時間をもって

1単位とする。

２ 　教育課程の修了または卒業は、毎学期に学科試験及び実技試

験を行い、その評価の単位数の合計が、所定の単位数を超えて

修得した者について、認定会議において決定する。

3 　本学を卒業するためには、2年以上在学し、別表第7条に定め

るところの卒業要件単位数を取得しなければならない。

４ 　認定会議は、校長及び専任教員を以って構成する。

５ 　校長は、学科試験・実技試験結果及び卒業予定者名簿を認定

会議に提出し卒業を認める。

６ 　生徒の出席状況を確実に把握し、教科課目ごとに欠席があっ

た場合（教科課目の３分の１以内。実習を伴う教科課目にあっ

ては５分の１以内。）であっても、十分な補講等を行った上で

卒業を認める。補講対象者は奨学制度対象から除外され、また

欠席が出席すべき教科課目の３分の１（実習を伴う教科課目に

あっては５分の１）を超える者については卒業を認めない。

（証書の授与）

第１８条 校長は、所定の全課程を修了したと認めた者には別紙第１号
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様式の卒業証書を授与しなければならない。

２ 　衛生専門課程理容科、衛生専門課程美容科を修了した
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者には専門士（衛生専門課程）の称号を授与する。

（ほう賞）

第１９条 成績優秀にして他の模範となる者はほう賞することができる。

（懲戒）

第２０条 本校の定める諸規定を守らず、学生としての本分に反する行為

があったときは懲戒処分を行うことができる。

２ 　懲戒は、訓告、停学及び退学とする。

３ 　次の各号の一に該当する者には退学を命ずることができる。

（１）　性行不良で改悛の見込みがないと認められる者。

（２）　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者。

（３）　正当な理由がなくて出席が常でない者。

（４）　学校の秩序を乱し、その他学生として本分に反した者。

（入学料・授業料）

第２１条 本校の入学料・授業料等は次のとおりとする。

　　　  衛生専門課程

　　　　入学検定料 １５，０００円

　　　　入　学　料 ８０，０００円

　　　　授　業　料 ３１，６００円（月額）

　　　　実　習　費 １１，７００円（月額）

　　　　施　設　費 １０，２００円（月額）

２ 　本校の別科（通信）授業料・入学料等は別に定める。

３ 　校長は、特別の事情等必要があると認めた者には、授業料を

等減免・奨学制度を認めることができる。

４ 　学期の中途で退学をした場合において授業料等は返金はしな

い。除籍された者は在籍期間中の月の授業料等を納めなければ

ならない。停学期間中の授業料等減免はしない。

５ 　休学者は、休学をした月から復学をする前月までの授業料等を

免除する。

６ 　復学者は、復学する月から授業料等を納めなければならない。

７ 　在籍期間中(休学者は除く）は必ず授業料等を納めなければな

らない。

（返還）

第２２条 既に納付した入学検定料・入学料・授業料・実習費及び施設費

は返還しない。但し、特別な事由がある場合はこの限りではな

い

（健康診断）

第２３条 健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより実施する。

（附帯事業）

第２４条 本校の附帯事業は、次のとおりとする。

第５章　　入学料・授業料・その他
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通信科　（学則第４条第２項に規定する別科）

 (１)　通信養成を行う地域は愛知県及び近隣県一部地域とする
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 (２)　教育相談窓口を設置し、随時質問・相談を受け付ける。

（３)　通信授業及び添削指導に係る事務の一部を公益社団法人日本理容

　　　　美容教育センターに委託する。（委託業務の内容：教材の配本

　　　　、添削）

２ 　学則第１３条に規定する講習

 (１)　教育相談窓口を設置し、随時質問・相談を受け付ける

 (２)　通信授業及び添削指導に係る事務の一部を公益社団法人日本理容

　　　 美容教育センターに委託する。（委託業務の内容：教材の配本、

　　　 添削）　　

第２５条　　本学は、地域文化の向上に資するため、又はその他必要があると認め

るときは、公開講座を行うことができる。ただし、実施に関する事項は

、そのつど校長が定める。

　

第２６条 　本学において当該学生等以外の者が取得する目的で1または複数の科目

の履修を志願する者があるときは、教育に支障がない限りにおいて選考

の上、入学を許可することができる。

第２７条 　本学に入学を志願する者があるときは、選考の上、入学を許可するこ

とがある。

(学校評価)

第２８条　本校は、その教育の一層の充実を図り、本校の目的及び社会的使命を

 達成するため、本校の教育活動その他の学校運営の状況について、自

 ら点検及び評価（以下｢自己評価｣という。)を行い、その結果を公表す

 る。

２  本校は、自己評価結果を踏まえ、本校の関係者等による評価(以下｢学

 校関係者評価｣という。)を行い、その結果を教育活動等に活用すると

 ともに公表するものとする。

３ 前2項に定める自己評価及び学校関係者評価の実施並び結果の公表につ

 いて必要な事項は、別に定める。

（雑則）

第２９条  この学則の実施に関し、必要な細則は校長が定める。

(公開講座)

(科目等履修生)

(外国人留学生)

第６章　雑則
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1．　この学則は、昭和51年4月1日より実施する。

2．　この学則は、昭和52年10月25日改正施行する。

3．　この学則は、昭和53年4月1日（第19条）改正施行する。

4．　この学則は、昭和54年4月1日（第19条）改正施行する。

5．　この学則は、昭和54年5月5日（第2条）改正施行する。

6．　この学則は、昭和56年4月1日（第4条1項）改正施行する。

7．　この学則は、昭和61年4月1日（第19条入学料、授業料）(1) (2)の入

　　　学料は、昭和61年3月1日より改正施行する。

8．　この学則は、昭和62年4月1日より改正施行する。（第19条入学料、

　　　授業料等）（1）、（2）の入学料は、昭和62年3月1日より施行する。

9．　この学則は、昭和63年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)

　　　の入学料は、昭和63年3月1日より施行する。

10．　この学則は、平成元年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成元年3月1日より施行する。

11．　この学則は、平成2年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成2年3月1日より施行する。

12．　この学則は、平成3年4月1日より改正施行する。（第6条、第7条別表

　　　、第19条）第19条(1) (2)の入学料は平成3年3月1日より施行する。

13．　この学則は、平成3年10月1日より改正施行する。（第16条第1号様

　　　式）

14．　この学則は、平成4年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成4年3月1日より施行する。

15．　この学則は、平成5年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成5年3月1日より施行する。

16．　この学則は、平成6年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成6年3月1日より施行する。

17．　この学則は、平成7年4月1日より改正施行する。（第4条）

18．　この学則は、平成7年4月1日より改正施行する。（第7条別表、第8条

　　　、第19条）第19条(1) (2)の入学料は、平成7年3月1日より施行する。

19．　この学則は、平成8年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成8年3月1日より施行する。

20．　この学則は、平成9年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)の

　　　入学料は、平成9年3月1日より施行する。

21．　この学則は、平成10年4月1日より改正施行する。（第19条）(1) (2)

　　　の入学料は、平成10年3月1日より施行する。

22．　この学則は、平成11年4月1日より改正施行する。（第20条）(1) (2)

　　　の入学料、授業料、実習費、施設費は、平成11年度入学生より適用

　　　する。

23．　この学則は、平成12年4月1日より改正施行する。（第20条）(1) (2)

　　　の入学料、授業料、実習費、施設費は、平成12年度入学生より適用

　　　する。

24．　この学則は、平成12年4月1日より改正施行する。（第21条）(1) (2)

付　則
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　　　の入学料、授業料、実習費、施設費は、平成13年度入学生より適用する。
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25．　この学則は、平成14年4月1日より改正施行する。（第13条、第14条

　　 　、第21条）第21条(1) (2)の入学料、授業料、実習費、施設費は平

　　　成14年度入学生より適用する。

26．　この学則は、平成16年4月1日より改正施行する。（第1条、第3条、

　　　第4条、第7条別表、第14条、第18条第1号様式）

27．　この学則は、平成18年4月1日より改正施行する。（第7条別表、第

　　　9条、第17条）

28．　この学則は、平成19年4月1日より改正施行する。（第7条別表）

29．　この学則は、平成19年6月1日より改正施行する。（第18条、第1号

　　　様式）

30．　この学則は、平成21年4月1日より改正施行する。（第1条、第18条第

　　　1号様式）

31. 　この学則は、平成22年4月1日より改正施行する。（第4条、第5条、

　　　第8条、第10条、第11条、第14条、第21条、第7条別表、第18条第1

　　　号様式）

32. 　この学則は、平成23年4月1日より改正施行する。（第7条別表、第14

　　　条3項、第4条第2項）

33. 　この学則は、平成23年10月1日より改正施行する。（第21条）

34. 　この学則は、平成24年4月1日より改正施行する。（第5条、第6条、第

　  　7条別表、第18条、第1号様式）

35. 　この学則は、平成25年4月1日より改正施行する。（第5条、第6条）

36. 　この学則は、平成25年10月1日より改正施行する。（第10条）

37. 　この学則は、平成26年4月1日より改正施行する。（第4条、第5条、第

　　　18条、第7条別表、第1号様式）

38. 　この学則は、平成26年4月1日より改正施行する。（第5条)

39. 　この学則は、平成27年4月1日より改正施行する。（第7条別表、第9条)

40. 　この学則は、平成27年8月1日より改正施行する。（第4条、第6条、第7条、

　　　第10条、第11条、第17条、第20条、第24条）

41. 　この学則は、平成28年4月1日より改正施行する。（第24条)

42. 　この学則は、平成27年4月1日より改正施行する。（第25条)

43．　この学則は、平成29年4月1日より改正施行する。(第21条入学料・授業料）

44．　この学則は、平成30年4月1日より改正施行する。(第4条、第6条、第7条、

　　　第14条、第17条、第21条、第7条別表）

45．　この学則は、平成31年4月1日より改正施行する。(第4条、別表第1号）

46.　 この学則は、令和2年4月1日より改正施行する。(第16条退学・転学、第17条

　　　認定の基準、第20条懲戒、第21条入学料・授業料、第25条公開講座、第26

47.　 この学則は、令和3年4月1日より改正施行する。(第4条、第5条、第14条、

　　　第7条別表、第18条第1号様式)

48．　この学則は、令和4年4月1日より改正施行する。(別表第7条)

条科目履修生、第27条外国人留学生、第28条学校評価、第7条別表)　
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（1）衛生専門課程理容科 （昼間課程令和2年4月入学生より適用）

必修 30時間 1

〃 90時間 3

〃 90時間 3

〃 60時間 2

〃 60時間 2

〃 30時間 1

〃 150時間 5

〃 900時間 30

〃 330時間 11

〃 60時間 2

〃 180時間 6

一
般 〃 30時間 1

2010時間 67

（2）衛生専門課程美容科 （昼間課程令和2年4月入学生より適用）

必修 30時間 1

〃 90時間 3

〃 90時間 3

〃 60時間 2

〃 60時間 2

〃 30時間 1

〃 150時間 5

〃 900時間 30

〃 330時間 11

〃 60時間 2

〃 180時間 6

一
般 〃 30時間 1

2010時間 67

単位数
年間授業時間 年間授業時間

必
須
課
目

関係法規・制度 30時間  0時間

衛生管理 30時間 60時間

授業課目 必選の別
第１学年 第２学年 １・２学年

合計

保健 60時間 30時間

香粧品化学 30時間 30時間

文化論 30時間 30時間

運営管理 30時間  0時間

理容技術理論 90時間 60時間

理容実習 390時間 510時間

専
門
教
養

理容総合理論 120時間 210時間

理容モード理論 60時間 0時間

理容総合技術 90時間 90時間

社会保険 30時間 0時間

年間総時数 990時間 1020時間

単位数
年間授業時間 年間授業時間

必
須
課
目

関係法規・制度 30時間  0時間

衛生管理 30時間 60時間

授業課目 必選の別
第１学年 第２学年 １・２学年

合計

保健 60時間 30時間

香粧品化学 30時間 30時間

文化論 30時間 30時間

運営管理 30時間  0時間

美容技術理論 90時間 60時間

美容実習 390時間 510時間

専
門
教
養

美容総合理論 120時間 210時間

美容モード理論 60時間 0時間

美容総合技術 90時間 90時間

社会保険 30時間 0時間

年間総時数 990時間 1020時間
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（3）衛生専門課程トータルプログラム科 （昼間課程令和2年4月入学生より適用）

必修 60時間 2

〃 480時間 16

〃 60時間 2

〃 120時間 4

〃 30時間 1

〃 240時間 8

〃 120時間 4

〃 180時間 6

〃 120時間 4

〃 240時間 8

〃 60時間 2

171時間 57年間総時数 840時間 870時間

現場実習 90時間 150時間一
般

日本文化 0時間 60時間

美容技術理論 60時間 60時間

着付け 60時間 60時間

ブライダルエステティック 90時間 90時間

パーソナルカラー 0時間 30時間

メイクアップ 120時間 120時間

日本接遇マナー 60時間 0時間

ネイル・アイラッシュ 60時間 60時間

単位数
年間授業時間 年間授業時間

必
須
課
目

相互支援・導入教育 30時間 30時間

ヘアメイク 270時間 210時間

授業課目 必選の別
第１学年 第２学年 １・２学年

合計
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（4）別科通信課程理容科（従事者） （第19期より適用）

第1学年 第2学年 第3学年

10月～9月 10月～9月 10月～9月

3回 10時間 5時間 0時間 5時間 2

4回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

3回 25時間 0時間 0時間 25時間 5

2回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

2回 10時間 5時間 5時間 0時間 2

3回 5時間 0時間 0時間 5時間 1

8回 10時間 0時間 5時間 5時間 2

6回 175時間 45時間 40時間 90時間 35

31回 295時間 55時間 90時間 150時間 59

理容カウンセリング 1回

外 国 語（英語） 1回

社　会　福　祉 1回
ヘアースタイル画によるトータル

ファッション 1回

ビジネスマナー
1回

5回 5時間 0時間 0時間 5時間
1

36回 300時間 55時間 90時間 155時間
60

（5）別科通信課程理容科（非従事者） （第19期より適用）

第1学年 第2学年 第3学年

3回 10時間 5時間 0時間 5時間 2

4回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

3回 25時間 0時間 0時間 25時間 5

2回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

2回 10時間 5時間 5時間 0時間 2

3回 10時間 0時間 0時間 10時間 2

8回 25時間 10時間 10時間 5時間 5

6回 450時間 135時間 125時間 190時間 90

31回 590時間 155時間 180時間 255時間 118

理容カウンセリング 1回

外 国 語（英語） 1回

社　会　福　祉 1回
ヘアースタイル画によるトータル

ファッション 1回

ビジネスマナー
1回

2

運営管理

理容技術理論

理  容  実  習

小計

（選択課目）

理容総合理論 10時間 0時間 0時間 10時間

 文 化 論

小計

合計

教科課目
添削指導　回

数

（必須課目）

関係法規・制度

衛　生　管　理

　保　健

香粧品化学

面接授業　時
間

単位数
面接授業時間

10月～9月 10月～9月 10月～9月

理容技術理論

理  容  実  習

小計

（選択課目）

理容総合理論 5時間 0時間 0時間 5時間 1

運営管理

教科課目
添削指導　回

数
面接授業　時

間
単位数面接授業時間

（必須課目）

関係法規・制度

衛　生　管　理

　保　健

香粧品化学

 文 化 論
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5回 10時間 0時間 0時間 10時間 2

36回 600時間 155時間 180時間 265時間 120

小計

合計
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（6）別科通信課程美容科（従事者） （第19期より適用）

第1学年 第2学年 第3学年

10月～9月 10月～9月 10月～9月

3回 10時間 5時間 0時間 5時間 2

4回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

3回 25時間 0時間 0時間 25時間 5

2回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

2回 10時間 5時間 5時間 0時間 2

3回 5時間 0時間 0時間 5時間 1

8回 10時間 0時間 5時間 5時間 2

6回 175時間 45時間 40時間 90時間 35

31回 295時間 55時間 90時間 150時間 59

理容カウンセリング 1回

外 国 語（英語） 1回

社　会　福　祉 1回
ヘアースタイル画によるトータル

ファッション 1回

ビジネスマナー
1回

5回 5時間 0時間 0時間 5時間
1

36回 300時間 55時間 90時間 155時間
60

（7）別科通信課程美容科（非従事者） （第19期より適用）

第1学年 第2学年 第3学年

3回 10時間 5時間 0時間 5時間 2

4回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

3回 25時間 0時間 0時間 25時間 5

2回 30時間 0時間 20時間 10時間 6

2回 10時間 5時間 5時間 0時間 2

3回 10時間 0時間 0時間 10時間 2

8回 25時間 10時間 10時間 5時間 5

6回 450時間 135時間 125時間 190時間 90

31回 590時間 155時間 180時間 255時間 118

理容カウンセリング 1回

外 国 語（英語） 1回

社　会　福　祉 1回
ヘアースタイル画によるトータル

ファッション 1回

ビジネスマナー
1回

2

運営管理

美容技術理論

美  容  実  習

小計

（選択課目）

美容総合理論 10時間 0時間 0時間 10時間

 文 化 論

小計

合計

教科課目
添削指導　回

数

（必須課目）

関係法規・制度

衛　生　管　理

　保　健

香粧品化学

面接授業　時
間

単位数
面接授業時間

10月～9月 10月～9月 10月～9月

美容技術理論

美  容  実  習

小計

（選択課目）

美容総合理論 5時間 0時間 0時間 5時間 1

運営管理

教科課目
添削指導　回

数
面接授業　時

間
単位数面接授業時間

（必須課目）

関係法規・制度

衛　生　管　理

　保　健

香粧品化学

 文 化 論
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5回 10時間 0時間 0時間 10時間 2

36回 600時間 155時間 180時間 265時間 120

小計

合計
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別表　第1号

1 美容科（昼間） 2 理容科（昼間） 3

ア
リ
ア
ー

レ
 
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー

専
門
学
校
長

学
校
法
人
　
愛
知
理
容
学
園

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
二
丁
目
一
番
十
四
号

年
　
月
　
日

本
籍
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
　
生

氏
名

卒
　
業
　
証
　
書

ア
リ
ア
ー

レ
 
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー

専
門
学
校
長

学
校
法
人
　
愛
知
理
容
学
園

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
二
丁
目
一
番
十
四
号

年
　
月
　
日

本
籍
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
　
生

氏
名

卒
　
業
　
証
　
書

ア
リ
ア
ー

レ
 
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー

専
門
学
校
長

学
校
法
人
　
愛
知
理
容
学
園

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
二
丁
目
一
番
十
四
号

年
　
月
　
日

本
籍
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
　
生

氏
名

卒
　
業
　
証
　
書

㊞ ㊞ ㊞

3 理容科（通信） 4 美容科（通信）

ア
リ
ア
ー

レ
 
ビ

ュ
ー

テ
ィ
ー

専
門
学
校
長

学
校
法
人
　
愛
知
理
容
学
園

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
二
丁
目
一
番
十
四
号

年
　
月
　
日

　

氏
名

卒
　
業
　
証
　
書

ア
リ
ア
ー

レ
 
ビ

ュ
ー

テ
ィ
ー

専
門
学
校
長

学
校
法
人
　
愛
知
理
容
学
園

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
二
丁
目
一
番
十
四
号

年
　
月
　
日

氏
名

卒
　
業
　
証
　
書

㊞ ㊞

本
籍

　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
　
生

本
籍

第
　
号

割
印

し
　
た
　
こ
　
と
　
を
　
証
　
す
　
る

第
　
号

割
印

し
　
た
　
こ
　
と
　
を
　
証
　
す
　
る

容

師

養

成

課

程

を

修

了

し

右

の

者

は

本

校

所

定

の

理

（

衛
生
専
門
課
程
）

と
称
す
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

（

平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
八
十
四
号
）

に
よ
り
、

専
門
士

専
門
課
程
）

を
修
了
し
た
こ
と
を
証
し
文
部
科
学
大
臣
告
示

二
十
六
年
文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
九
号
に
よ
る
職
業
実
践

専
門
課
程
）

を
修
了
し
た
こ
と
を
証
し
文
部
科
学
大
臣
告
示

容

師

養

成

課

程

を

修

了

し

右

の

者

は

本

校

所

定

の

美

　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
　
生

右
は
本
校
衛
生
専
門
課
程
理
容
科
二
カ
年
の
課
程
（

平
成

校
　
印

二
十
六
年
文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
九
号
に
よ
る
職
業
実
践

右
は
本
校
衛
生
専
門
課
程
美
容
科
二
カ
年
の
課
程
（

平
成

校
　
印

第
　
号

割
印

第
　
号

割
印

（

衛
生
専
門
課
程
）

と
称
す
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

（

平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
八
十
四
号
）

に
よ
り
、

専
門
士

第
　
号

割
印

課
程
を
卒
業
し
た
こ
と
を
証
す
る
。

右
は
本
校
衛
生
専
門
課
程
ト
ー

タ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
二
カ
年
の

校
　
印

トータルプログラム科科（昼間）
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